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等
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１ はじめに                        

すべての国民
こくみん

が障 害
しょうがい

の有無
う む

によって分け隔てられる
わ  へ だ      

ことなく、相互
そうご

に人格
じんかく

と

個性
こせい

を尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら 共 生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

につなげることを目的
もくてき

として、

「障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関する
かん   

法律
ほうりつ

」（平成
へいせい

25年
ねん

法律
ほうりつ

第 65 号
だい  ごう

。

以下
い か

「法
ほう

」という。）が平成
へいせい

28年
ねん

4月
がつ

1日
にち

から施行
しこう

されました。 

これまで、本 町
ほんちょう

では、「たがいに支えあい
ささ     

 ともに生きる
い   

 こころ豊か
ゆた  

なまち

づくり」を基本
きほん

理念
りねん

とした「利府町
りふちょう

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

・第
だい

４期
き

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

」

を策定
さくてい

し、障 害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、すべての町 民
ちょうみん

がお互い
 た が  

の個性
こせい

と人格
じんかく

を

認め合い
みと  あ  

、ともに支
ささ

え合
あ

い、 協 力
きょうりょく

し合
あ

って生活
せいかつ

できる 心
こころ

ゆたかな地域
ちいき

社会
しゃかい

づ

くりを目指し
め ざ  

、 障
しょう

がい福祉
ふくし

施策
しさく

を推進
すいしん

しているところです。 

法
ほう

では 地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

における対応
たいおう

要 領
ようりょう

の策定
さくてい

は努力
どりょく

義務
ぎ む

とされています

が、法
ほう

の趣旨
しゅし

や 本 町
ほんちょう

の姿勢
しせい

を 庁 内
ちょうない

に浸透
しんとう

させ、 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の

解 消
かいしょう

に向けた
む   

取り組み
と  く  

を積 極 的
せっきょくてき

に推進
すいしん

するために、本 要 領
ほんようりょう

を策定
さくてい

すること

としました。 

 本対応
ほんたいおう

要 領
ようりょう

の多
おお

くは、すでに実践
じっせん

されているものも多
おお

くありますが、改めて
あらた   

障
しょう

がい者
しゃ

に対する
たい   

不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

の禁止
きんし

及び
およ  

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の基本的
きほんてき

な

考 え 方
かんが  かた

を示す
しめ 

ものです。 

 

２ 対象
たいしょう

範囲
は ん い

 

（１）対象
たいしょう

となる職員
しょくいん

 

  本対応
ほんたいおう

要 領
ようりょう

の対 象
たいしょう

となる職 員
しょくいん

は、利府町
りふちょう

役場
やくば

として統一的
とういつてき

な考え方
かんが かた

の

もとで必要
ひつよう

な対応
たいおう

、取り組み
と  く  

ができるよう、また、服務
ふくむ

規律
きりつ

の一環
いっかん

として定
さだ

め

るもので、全部局
ぜんぶきょく

の職 員
しょくいん

（臨時的
りんじてき

任用
にんよう

職 員
しょくいん

、非常勤
ひじょうきん

職 員
しょくいん

を含む
ふく  

）を対 象
たいしょう

とします。 

 

（２）事務
じ む

事業
じぎょう

を委託
い た く

や指定
し て い

管理
か ん り

等
とう

で行う
おこな  

場合
ば あ い

の留意
りゅうい

事項
じ こ う

 

  本 町
ほんちょう

の事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

の一環
いっかん

として実施
じっし

する業務
ぎょうむ

を事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に委託
いたく

又
また

は
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指定
してい

管
かん

理
り

等
とう

をしている（する）場合
ばあい

に、提 供
ていきょう

される合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の内容
ないよう

に大きな
おお    

差異
さ い

が生 じ
しょう  

、 障
しょう

がい者
しゃ

が不利益
ふ り え き

を受
う

けることのないよう、受託者
じゅたくしゃ

又
また

は指定
してい

管理者
かんりしゃ

等
とう

に対し
たい  

、当該
とうがい

事業
じぎょう

分野
ぶんや

に係る
かか  

主務
しゅむ

大臣
だいじん

の対応
たいおう

指針
ししん

を遵 守
じゅんしゅ

すること

に加え
くわ  

、必要
ひつよう

に応じて
おう    

、本対応
ほんたいおう

要 領
ようりょう

を踏まえた
ふ     

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の 提 供
ていきょう

を

求める
もと    

ものとします。 

＜補足
ほそく

＞ 

福祉
ふくし

分野
ぶんや

や教 育
きょういく

分野
ぶんや

の事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の対応
たいおう

指針
ししん

には、当該
とうがい

事業
じぎょう

分野
ぶんや

における「不当
ふとう

な

差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

」及び
およ  

「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」の具体例
ぐたいれい

が記載
きさい

されています。 

  福祉
ふくし

分野
ぶんや

：「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

 福祉事
ふ く し じ

業 者 向 け
ぎょうしゃむ   

ガイドライン」 

  教 育
きょういく

分野
ぶんや

：「文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

所管
しょかん

事業
じぎょう

分野
ぶんや

における 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の

解 消
かいしょう

に関する
かん    

対応
たいおう

指針
ししん

」 

 

（３）民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

と同じ
おな  

分野
ぶ ん や

の事業
じぎょう

を行 う
おこな   

場合
ば あ い

の留意
りゅうい

事項
じ こ う

 

  本 町
ほんちょう

が民間事
みんかんじ

業 者
ぎょうしゃ

と同じ
おな  

分野
ぶんや

の事業
じぎょう

を 行 う
おこな   

場合
ばあい

は、当該
とうがい

事業
じぎょう

分野
ぶんや

の

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に向けて
む   

主務
しゅむ

大臣
だいじん

が定めた
さだ    

対応
たいおう

指針
ししん

に留意
りゅうい

してください。各対応
かくたいおう

指針
ししん

には、「不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

」及び
およ  

「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」の具体例
ぐたいれい

が記載
きさい

されて

います。 

 

３ 不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつか  

の禁止
き ん し

及び
およ  

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

 

（１）対象
たいしょう

となる障
しょう

がい者
しゃ

 

  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

の禁止
きんし

及び
およ  

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の 提 供
ていきょう

等
とう

の対 象
たいしょう

となる 障
しょう

がい者
しゃ

は、「身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

（発達
はったつ

障 害
しょうがい

を含む
ふく  

。）、その他
  た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

（以下
い か

「障 害
しょうがい

」という。）がある者
もの

であって、障 害
しょうがい

及び
およ  

社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を

受ける
う   

状 態
じょうたい

にあるもの」です。  

  また、法
ほう

では、対 象 者
たいしょうしゃ

を「 障
しょう

がい者
しゃ

」としていますが、外見
がいけん

からでは「 障
しょう
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がい者
しゃ

」であることが分からない
わ      

場合
ばあい

や怪我
け が

をして一時的
いちじてき

に身体
しんたい

が不自
ふ じ

由
ゆう

な方
かた

、

妊婦
にんぷ

の方
かた

、その他
  た

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

に慣れて
な   

おらず困って
こま    

いる方
かた

もいます。ここでい

う 障
しょう

がい者
しゃ

は何ら
なん  

かの心身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

があって、社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

（バリア）

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

の制限
せいげん

を受
う

ける方
かた

を広く
ひろ  

とらえるもので、

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の所持者
しょじしゃ

に限りません
かぎ        

。また、女性
じょせい

の 障
しょう

がい者
しゃ

は、 障 害
しょうがい

に

加えて
くわ    

、女性
じょせい

であることにより、さらに複合的
ふくごうてき

に困難
こんなん

な 状 況
じょうきょう

に置かれて
お    

い

る場合
ばあい

があること、子ども
こ   

の 障
しょう

がい者
しゃ

は、成人
せいじん

の 障
しょう

がい者
しゃ

とは異なる
こと    

支援
しえん

の

必要性
ひつようせい

があることにも留意
りゅうい

する必要
ひつよう

があります。 

 

（２）不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつか 

の禁止
き ん し

 

【基本的
きほんてき

な考 え
かんが  

方
かた

】 

法
ほう

は、 障
しょう

がい者
しゃ

に対 し て
たい    

、正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

として、サービ

ス等
とう

の 提 供
ていきょう

を拒否
きょひ

する又
また

は 提 供
ていきょう

にあたって場所
ばしょ

・時間帯
じかんたい

などを制限
せいげん

する、

障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

に対して
たい   

は付さない
ふ    

条 件
じょうけん

を付する
ふ   

などにより、 障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することを禁止
きんし

しています。  

なお、 障
しょう

がい者
しゃ

の事実上
じじつじょう

の 平 等
びょうどう

を促進
そくしん

し、又
また

は達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な

特別
とくべつ

の措置
そ ち

は、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

ではありません。 

したがって、 障
しょう

がい者
しゃ

を 障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

と比べて
くら    

優遇
ゆうぐう

する取 扱 い
とりあつか  

（ 積 極 的
せっきょくてき

改善
かいぜん

措置
そ ち

）、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の 提 供
ていきょう

による 障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

との

異なる
こと   

取 扱 い
とりあつか  

、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提 供
ていきょう

するために必要
ひつよう

な範囲
はんい

で、プライバシー

に配慮
はいりょ

しつつ 障
しょう

がい者
しゃ

に障 害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

等
とう

を確認
かくにん

することは、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

には当たりません
あ     

。  

 

【正当
せいとう

な理由
りゆう

の判断
はんだん

の視点
してん

】
）

 

不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

とは、その事務
じ む

事業
じぎょう

について、本質的
ほんしつてき

に関係
かんけい

する

諸事情
しょじじょう

が同じ
おな  

であるのに、正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、 障
しょう

がい者
しゃ

を障 害
しょうがい

の無い
な  

者
もの

より

も不利
ふ り

に扱 う
あつか  

ことです。 
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正当
せいとう

な理由
りゆう

に相当
そうとう

するのは、 障
しょう

がい者
しゃ

に対し
たい  

、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

として、サー

ビスや各種
かくしゅ

機会
きかい

の 提 供
ていきょう

を拒否
きょひ

するなどの取 扱 い
とりあつか  

が客 観 的
きゃっかんてき

に見て
み  

正当
せいとう

な

目的
もくてき

の下
もと

に 行 わ れ た
おこな        

ものであり、その目的
もくてき

に照らして
て    

やむを得ない
   え   

と

言える
い   

場合
ばあい

です。 具体的
ぐたいてき

な検討
けんとう

をせずに拡大
かくだい

解 釈
かいしゃく

するなどして法
ほう

の趣旨
しゅし

を

損なう
そこ    

ことがないよう、個別
こべつ

の事案
じあん

ごとに、 障
しょう

がい者
しゃ

及び
およ  

第三者
だいさんしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

（例
れい

：安全
あんぜん

の確保
かくほ

、財産
ざいさん

の保全
ほぜん

、事業
じぎょう

の目的
もくてき

・内容
ないよう

・機能
きのう

の維持
い じ

、損害
そんがい

発生
はっせい

の防止
ぼうし

など）の観点
かんてん

に 鑑 み
かんが   

、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や 状 況
じょうきょう

に応じて
おう   

総合的
そうごうてき

・客 観 的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

することが必要
ひつよう

になります。 

正当
せいとう

な理由
りゆう

があると判断
はんだん

した場合
ばあい

には、障
しょう

がい者
しゃ

にその理由
りゆう

を説明
せつめい

し、理解
りかい

を得る
え  

よう努めます
つと     

。 

＜補足
ほそく

＞ 

  ○ 「客 観 的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

する」とは、主観的
しゅかんてき

な判断
はんだん

に委ねられる
ゆだ       

のではなく、

その主 張
しゅちょう

が客 観 的
きゃっかんてき

な事実
じじつ

に裏付けられ
うらづ      

、第三者
だいさんしゃ

の立場
た ち ば

から見て
み  

も納得
なっとく

を得られる
え    

ような「客 観 性
きゃっかんせい

」が必要
ひつよう

となります。  

  ○ 「正当
せいとう

な理由
りゆう

」を根拠
こんきょ

に、法
ほう

の趣旨
しゅし

が形骸化
けいがいか

されるべきではなく、

抽 象 的
ちゅうしょうてき

に事故
じ こ

が危惧
き ぐ

されるとか危険
きけん

が想定
そうてい

されるといった理由
りゆう

により、

サービスを提 供
ていきょう

しないことは適切
てきせつ

ではありません。 

○ 正当
せいとう

な理由
りゆう

を説明
せつめい

するに当たり
あ   

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

や精神
せいしん

障 害
しょうがい

（発達
はったつ

障 害
しょうがい

を含む
ふく  

。）等
とう

により本人
ほんにん

の理解
りかい

が困難
こんなん

な場合
ばあい

は、必要
ひつよう

に応じ
おう  

、家族
かぞく

、介助者
かいじょしゃ

等
とう

の補佐
ほ さ

を求める
もと   

ことができるものとします。 

 

【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

の具体例
ぐたいれい

】 

  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱 い
とりあつか  

に相当
そうとう

するか否
いな

かについては、個別
こべつ

事案
じあん

ごとに判断
はんだん

さ

れることになります。次
つぎ

に記載
きさい

した具体例
ぐたいれい

については、正当
せいとう

な理由
りゆう

が存在
そんざい

しな

いことを前提
ぜんてい

としていること、また、あくまでも例示
れいじ

であり、記載
きさい

した具体例
ぐたいれい

だ

けに限られる
かぎ      

ものではありません。  
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＜具体例
ぐたいれい

＞ 

○ 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に窓口
まどぐち

対応
たいおう

を拒否
きょひ

する。 

○ 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に対応
たいおう

の順 序
じゅんじょ

を後回し
あとまわ  

にする。  

○ 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に書面
しょめん

の交付
こうふ

、資料
しりょう

の送付
そうふ

、パンフレットの提 供
ていきょう

等
とう

を拒む
こば 

。 

○ 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に説明会
せつめいかい

、討論会
とうろんかい

等
とう

への出 席
しゅっせき

を拒む
こば  

。 

○ 事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

の遂 行 上
すいこうじょう

、特
とく

に必要
ひつよう

でないにもかかわらず、障 害
しょうがい

を 

理由
りゆう

に来
らい

庁
ちょう

の際
さい

に付添者
つきそいしゃ

の同行
どうこう

を求める
もと   

などの条 件
じょうけん

を付けたり
つ    

、特
とく

に 

支障
ししょう

がないにもかかわらず、付添者
つきそいしゃ

の同行
どうこう

を拒んだり
こば     

する。 

 

（３）合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

  

【基本的
きほんてき

な 考 え 方
かんが   かた

】 

事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

を 行 う
おこな   

に当たり
あ   

、個々
こ こ

の場面
ばめん

において、 障
しょう

がい者
しゃ

から

社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の 表 明
ひょうめい

があった場合
ばあい

におい

て、障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することとならないよう、社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について、必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を 行 う
おこな   

必要
ひつよう

があります。 

ただし、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

の目的
もくてき

・内容
ないよう

・機能
きのう

に照らし
て   

、必要
ひつよう

と

される範囲
はんい

で本来
ほんらい

の業務
ぎょうむ

に付随
ふずい

するものに限られ
かぎ    

、 障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

との

比較
ひかく

において同等
どうとう

の機会
きかい

の提 供
ていきょう

を受ける
う    

ためのものであり、事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

の

目的
もくてき

・内容
ないよう

・機能
きのう

の本質的
ほんしつてき

な変更
へんこう

には及びません
およ       

。 

 

【 状 況
じょうきょう

に応 じ た
おう     

対応
たいおう

】 

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、障 害
しょうがい

の特性
とくせい

や社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

が求められる
もと       

具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や 状 況
じょうきょう

に応じて
おう   

異なり
こと    

、多様
たよう

かつ個別性
こべつせい

の高い
たか  

ものであり、当該
とうがい

障
しょう

がい者
しゃ

が現
げん

に置かれて
お    

いる 状 況
じょうきょう

を踏まえ
ふ   

、社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

のための手段
しゅだん

及び
およ  

方
ほう

法
ほう

については、「過重
かじゅう

な負担
ふたん

の基本的
きほんてき

な考 え 方
かんが  かた

・・・Ｐ７」を考慮
こうりょ

し、代替
だいたい

措置
そ ち

の選択
せんたく

も含め
ふく  

、相互
そうご

理解
りかい

を通じ
つう  

、柔 軟
じゅうなん

に対応
たいおう

がなされるものです。また、

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の内容
ないよう

は、技術
ぎじゅつ

の進展
しんてん

、社会
しゃかい

情 勢
じょうせい

の変化
へんか

等
とう

に応じて
おう    

変わり得る
か   う  
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ものであり、その提 供
ていきょう

に当たって
あ    

は、障
しょう

がい者
しゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

、状 態
じょうたい

等
とう

に配慮
はいりょ

するものとします。 

 

【意思
い し

の表 明
ひょうめい

】 

意思
い し

の表 明
ひょうめい

にあたっては、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

において、社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

に関
かん

す

る配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としている 状 況
じょうきょう

にあることを、言語
げんご

（手話
しゅわ

を含む
ふく  

。）のほか、点字
てんじ

、

拡大
かくだい

文字
も じ

、筆談
ひつだん

、実物
じつぶつ

の提示
ていじ

や身振り
み ぶ  

サイン等
とう

による合図
あいず

、触 覚
しょっかく

による意思
い し

伝達
でんたつ

など、 障
しょう

がい者
しゃ

が他人
たにん

とコミュニケーションを図る
はか  

際
さい

に必要
ひつよう

な手段
しゅだん

（通訳
つうやく

を介する
かい    

ものを含む
ふく  

。）により伝えられます
つた       

。また、 障
しょう

がい者
しゃ

からの

意思
い し

の表 明
ひょうめい

のみでなく、知的
ちてき

障 害
しょうがい

や精神
せいしん

障 害
しょうがい

（発達
はったつ

障 害
しょうがい

を含む
ふく  

。）等
とう

に

より本人
ほんにん

からの意思
い し

の表 明
ひょうめい

が困難
こんなん

な場合
ばあい

には、障
しょう

がい者
しゃ

の家族
かぞく

、介助者
かいじょしゃ

等
とう

、

コミュニケーションを支援
しえん

する方
かた

が本人
ほんにん

を補佐
ほ さ

して 行 う
おこな   

意思
い し

の 表 明
ひょうめい

も

含まれます
ふく       

。 

なお、意思
い し

の表 明
ひょうめい

が困難
こんなん

な 障
しょう

がい者
しゃ

が、家族
かぞく

、介助者
かいじょしゃ

等
とう

を 伴 っ て
ともな     

いな

いことなどにより、意思
い し

の 表 明
ひょうめい

がない場合
ばあい

であっても、 当 該 障
とうがいしょう

がい者
しゃ

が

社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としていることが明白
めいはく

であるときには、法
ほう

の趣旨
しゅし

に

照らし合わせれば
て   あ     

、当 該 障
とうがいしょう

がい者
しゃ

に対して
たい   

適切
てきせつ

と思われる
おも     

配慮
はいりょ

を提案
ていあん

するた

めに 建設的
けんせつてき

対話
たいわ

を 働 き か け る
はたら        

など、自主的
じしゅてき

な取り組み
と  く  

に 努める
つと    

ことが

望まれます
のぞ       

。  

 

【環 境
かんきょう

の整備
せいび

との関係
かんけい

】 

  環 境
かんきょう

の整備
せいび

は、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

とする 障
しょう

がい者
しゃ

が多数
たすう

見込まれる
み こ    

場合
ばあい

や 障
しょう

がい者
しゃ

との関係性
かんけいせい

が長期
ちょうき

にわたる場合
ばあい

には、その都度
つ ど

の合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提 供
ていきょう

でなく、 環 境
かんきょう

整備
せいび

を考慮
こうりょ

に入れる
い   

ことが 重 要
じゅうよう

になります。また、

ハード面
      めん

だけではなく、職 員
しょくいん

に対する
たい    

研 修
けんしゅう

等
とう

のソフト面
      めん

の対応
たいおう

や関係課
かんけいか

等
とう

の連携
れんけい

体制
たいせい

を 整 え て
ととの     

おくことも含まれます
ふく       

。 
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 ＜具体例
ぐたいれい

＞ 

○ 公 共
こうきょう

施設
しせつ

や公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

におけるバリアフリー化
か

をする。 

○ 意思
い し

表示
ひょうじ

やコミュニケーションを支援
しえん

するためのサービスや人的
じんてき

支援
しえん

 

をする。 

○ 円滑
えんかつ

な情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

・利用
りよう

・発信
はっしん

のための情 報
じょうほう

アクセシビリティを 

向 上
こうじょう

させる。 

 

【過重
かじゅう

な負担
ふたん

の基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

】 

過重
かじゅう

な負担
ふたん

については、個別
こべつ

の事案
じあん

ごとに、次
つぎ

の要素
ようそ

等
とう

を考慮
こうりょ

し、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や 状 況
じょうきょう

に応
おう

じて総合的
そうごうてき

・客 観 的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

することが必要
ひつよう

であり、過
か

重
じゅう

な

負担
ふたん

に当
あ

たると判断
はんだん

した場合
ばあい

、障
しょう

がい者
しゃ

にその理由
りゆう

を説明
せつめい

するものとし、理解
りかい

を得
え

るよう努
つと

めるものとします。 

○ 事務
じ む

・事業
じぎょう

への影 響
えいきょう

の程度
ていど

（事務
じ む

・事業
じぎょう

の目的
もくてき

・内容
ないよう

・機能
きのう

を損
そこ

なう 

 か否
いな

か）  

○ 実現
じつげん

可能性
かのうせい

の程度
ていど

（物理的
ぶつりてき

・技術的
ぎじゅつてき

制約
せいやく

、人的
じんてき

・体 制 上
たいせいじょう

の制約
せいやく

） 

○ 費用
ひよう

・負担
ふたん

の程度
ていど

  

○ 事務
じ む

・事業
じぎょう

規模
き ぼ

  

○ 財政
ざいせい

・財務
ざいむ

状 況
じょうきょう

  

 

【合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の具体例
ぐたいれい

】 

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、具体的
ぐたいてき

場面
ばめん

や 状 況
じょうきょう

に応
おう

じて異
こと

なり、多様
たよう

かつ個別性
こべつせい

の高
たか

い

ものです。次
つぎ

の具体例
ぐたいれい

は、過重
かじゅう

な負担
ふたん

が存在
そんざい

しないことを前提
ぜんてい

としており、ま

た、あくまで例示
れいじ

であり、記載
きさい

した具体例
ぐたいれい

だけに限
かぎ

られたものではありません。 

＜具体例
ぐたいれい

＞ 

○ 段差
だんさ

がある場合
ばあい

に、車椅子
くるまいす

利用者
りようしゃ

にキャスター上
あ

げ等
とう

を補助
ほじょ

する段差
だんさ

スロ 

ープを渡
わた

します。 
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○ 配架
はいか

棚
だな

の高
たか

い 所
ところ

に置
お

かれたパンフレット等
とう

は取
と

って渡
わた

します。パンフ 

レット等
とう

の位置
い ち

を分
わ

かりやすく伝
つた

えます。  

○ 目的
もくてき

の場所
ばしょ

まで案内
あんない

する際
さい

に、障
しょう

がい者
しゃ

の歩行
ほこう

速度
そくど

に合
あ

わせて歩
ある

いた 

り、前後
ぜんご

・左右
さゆう

・距離
きょり

の位置
い ち

取
ど

りについて、 障
しょう

がい者
しゃ

の希望
きぼう

を聞
き

いたりし 

ます。 

○ 障 害
しょうがい

の特性
とくせい

により、頻繁
ひんぱん

に離
り

席
せき

の必要
ひつよう

がある場合
ばあい

に、会 場
かいじょう

の座
ざ

席
せき

 

位置
い ち

を出入口
でいりぐち

付近
ふきん

にします。 

○ 不随意
ふ ず い い

運動
うんどう

（意志
い し

とは関係
かんけい

なく 現
あらわ

れる異常
いじょう

運動
うんどう

）等
とう

により書類
しょるい

等
とう

を押
お

 

さえることが 難
むずか

しい 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

しては、職 員
しょくいん

が書類
しょるい

を押
お

さえたり、 

バインダー等
とう

の固定
こてい

器具
き ぐ

を提
てい

供
きょう

します。  

○ 館内
かんない

放送
ほうそう

で避難
ひなん

情 報
じょうほう

等
とう

の緊
きん

急 情 報
きゅうじょうほう

を聞
き

くことが 難
むずか

しい聴 覚
ちょうかく

 

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

しては、手書
て が

きのボード等
とう

を用
もち

いて、分
わ

かりやすく案内
あんない

し 

誘導
ゆうどう

します。 

○ 筆談
ひつだん

、読
よ

み上
あ

げ、手話
しゅわ

、点字
てんじ

、拡
かく

大文字
だ い も じ

等
とう

のコミュニケーション手段
しゅだん

を 

用
もち

います。  

○ 会議
かいぎ

資料
しりょう

等
とう

について、点字
てんじ

、拡
かく

大文字
だ い も じ

等
とう

で作成
さくせい

する際
さい

に、各々
おのおの

の媒
ばい

体
たい

 

間
かん

でページ番号
ばんごう

等
とう

が異
こと

なり得
う

ることに留意
りゅうい

して使用
しよう

します。  

○ 視覚
しかく

障 害
しょうがい

のある委員
いいん

に会議
かいぎ

資料
しりょう

等
とう

を事前
じぜん

に送
そう

付
ふ

する際
さい

には、読
よ

み上
あ

げ 

 ソフトに対応できるよう電子
でんし

データ（テキスト形式
けいしき

）で提 供
ていきょう

します。  

○ 意思
い し

疎通
そつう

が不得意
ふ と く い

な 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

しては、絵
え

カード等
とう

を活用
かつよう

して意
い

思
し

 

を確認
かくにん

します。 

○ 駐 車 場
ちゅうしゃじょう

などで通 常
つうじょう

、口頭
こうとう

で 行
おこな

う案内
あんない

を、紙
かみ

にメモをして渡
わた

します。 

○ 書類
しょるい

記入
きにゅう

の依頼
いらい

時
じ

に、記入
きにゅう

方法
ほうほう

等
とう

を本人
ほんにん

の目
め

の前
まえ

で示
しめ

したり、分
わ

かり 

やすい記述
きじゅつ

で伝達
でんたつ

します。本人
ほんにん

の依頼
いらい

がある場合
ばあい

は、代読
だいどく

や代筆
だいひつ

といっ 

た配慮
はいりょ

を 行
おこな

います。 

○ 比喩
ひ ゆ

表 現
ひょうげん

等
とう

が苦手
にがて

な 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

し、比喩
ひ ゆ

や暗喩
あんゆ

、二重
にじゅう

否定
ひてい

表 現
ひょうげん

な 

 どを用
もち

いずに具体的
ぐたいてき

に説明
せつめい

します。  
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○ 障
しょう

がい者
しゃ

から申
もう

し出
で

があった際
さい

には、ゆっくり、丁寧
ていねい

に、繰
く

り返
かえ

し説
せつ

 

 明
めい

し、内容
ないよう

が理解
りかい

されたことを確認
かくにん

しながら応対
おうたい

します。また、なじみの 

ない外来語
がいらいご

は避
さ

ける、漢数字
かんすうじ

は用
もち

いない、時刻
じこく

は２４時間
じかん

表記
ひょうき

でなく午前
ごぜん

・ 

午後
ご ご

で表記
ひょうき

するなどの配慮
はいりょ

を念頭
ねんとう

に置
お

いたメモを、必要
ひつよう

に応
おう

じて適時
てきじ

に 

渡
わた

します。 

○ 会議
かいぎ

等
とう

の進行
しんこう

に当
あ

たって、資料
しりょう

を見
み

ながら説明
せつめい

を聞
き

くことが困難
こんなん

な視
し

 

覚
かく

又
また

は聴 覚
ちょうかく

に障 害
しょうがい

のある委員
いいん

や知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある委員
いいん

に対
たい

し、ゆっくり、 

丁寧
ていねい

な進行
しんこう

を心掛
こころが

けます。 

○ 会議
かいぎ

等
とう

の進行
しんこう

に当
あ

たって、可能
かのう

な範囲
はんい

で職 員
しょくいん

等
とう

が委員
いいん

の障 害
しょうがい

の特性
とくせい

 

 にあったサポートを 行
おこな

います。 

○ 窓口
まどぐち

等
とう

において、順 番
じゅんばん

を待
ま

つことが苦手
にがて

な 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

しては、周囲
しゅうい

 

の方
かた

の理解
りかい

を得
え

た上
うえ

で、順 番
じゅんばん

を入
い

れ替
か

えます。  

○ 立
た

って列
れつ

に並
なら

んで順 番
じゅんばん

を待
ま

っている場合
ばあい

には、周囲
しゅうい

の方
かた

の理解
りかい

を得
え

た 

 上
うえ

で、当 該 障
とうがいしょう

がい者
しゃ

の順 番
じゅんばん

が来
く

るまで別室
べっしつ

や席
せき

を用意
ようい

します。  

○ スクリーン、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

、板書
ばんしょ

等
とう

がよく見
み

えるように、スクリーン等
とう

に 

近
ちか

い席
せき

を確保
かくほ

します。  

○ 障
しょう

がい者
しゃ

の来
らい

庁
ちょう

が多数
たすう

見込
み こ

まれる場合
ばあい

には、通 常
つうじょう

、 障
しょう

がい者
しゃ

専用
せんよう

 

とされていない区画
くかく

を 障
しょう

がい者
しゃ

専用
せんよう

の区画
くかく

に変更
へんこう

します。  

○ 他人
たにん

との接 触
せっしょく

、多人数
たにんずう

の中
なか

にいることによる緊 張
きんちょう

等
とう

により、発作
ほっさ

等
とう

が 

ある場合
ばあい

、当 該 障
とうしょうがい

がい者
しゃ

に説明
せつめい

の上
うえ

、障 害
しょうがい

の特性
とくせい

や施設
しせつ

の 状 況
じょうきょう

に応
おう

 

じて別室
べっしつ

を準備
じゅんび

します。 

○ 非公表
ひこうひょう

又
また

は未公表
みこうひょう

情 報
じょうほう

を 扱
あつか

う会議
かいぎ

等
とう

において、情 報
じょうほう

管理
かんり

に係
かか

る 

担保
たんぽ

が得
え

られることを前提
ぜんてい

に、障 害
しょうがい

のある委員
いいん

の理解
りかい

を援助
えんじょ

する者
もの

の 

同席
どうせき

を認
みと

めることとします。 

 

４ 障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた対応
たいおう

【厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

大 臣
だいじん

福祉事
ふくしじ

業 者
ぎょうしゃ

向
む

けガイドラインより】 

 障
しょう

がい者
しゃ

と接
せっ

する際
さい

には、それぞれの 障 害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた対応
たいおう

と個々
こ こ

の
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状 態
じょうたい

や必要
ひつよう

な支援
しえん

を丁寧
ていねい

に確認
かくにん

し、適切
てきせつ

な支援
しえん

を 行
おこな

うことが必要
ひつよう

です。次
つぎ

に、

代 表 的
だいひょうてき

な 障 害
しょうがい

特性
とくせい

と対応
たいおう

時
じ

に配慮
はいりょ

すべき事項
じこう

について簡単
かんたん

にまとめていま

す。 

【基本
きほん

の対応
たいおう

】 

○ 不安
ふあん

を感
かん

じずに話
はな

しやすい雰囲気
ふ ん い き

を感
かん

じてもらえるよう、笑顔
えがお

で対応
たいおう

し 

ます。 

○ 障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

や内容
ないよう

を問
と

うのではなく、「困
こま

っている内容
ないよう

」、「何
なに

を支援
しえん

 

してほしいのか」、「どのようなお手伝
てつだ

いが必要
ひつよう

なのか」を本人
ほんにん

に尋
たず

ねます。 

○ コミュニケーションが 難
むずか

しいと思
おも

われる場合
ばあい

でも、「ゆっくりと」、「丁
てい

寧
ねい

 

に」、「繰
く

り返
かえ

し」相手
あいて

の意志
い し

を確認
かくにん

します。 

○ 差別的
さべつてき

な言葉
ことば

、不快
ふかい

に感
かん

じられる言葉
ことば

、子
こ

ども 扱
あつか

いしたような言葉
ことば

は使
つか

わないようにします。 

  ○ 障 害
しょうがい

の原因
げんいん

や内容
ないよう

等
とう

、必要
ひつよう

のないことは聞
き

かず、知
し

り得
え

た個人
こじん

情
じょう

報
ほう

は、守秘
しゅひ

義務
ぎ む

を順 守
じゅんしゅ

します。 

  ○ 入口
いりぐち

や受付
うけつけ

付近
ふきん

で困
こま

っている方
かた

を見
み

かけたら、積 極 的
せっきょくてき

に声
こえ

をかけます。 

 

【視覚
しかく

障 害
しょうがい

（視力
しりょく

障 害
しょうがい

・視野
し や

障 害
しょうがい

）】 

＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

  ○ 視覚的
しかくてき

な情 報
じょうほう

を 全
まった

く得
え

られない又
また

はほとんど得
え

られない人
ひと

と、文
も

字
じ

の

拡大
かくだい

や視覚
しかく

補助
ほじょ

具
ぐ

等
とう

を使用
しよう

し、保有
ほゆう

する視力
しりょく

を活用
かつよう

できる人
ひと

に大
おお

きく分
わ

けられます。（全盲
ぜんもう

、弱視
じゃくし

といわれることもあります）  

  ○ 視力
しりょく

をほとんど活用
かつよう

できない人
ひと

の場合
ばあい

、音声
おんせい

、触 覚
しょっかく

、嗅 覚
きゅうかく

など、視覚
しかく

以外
いがい

の情 報
じょうほう

を手
て

がかりに周囲
しゅうい

の 状 況
じょうきょう

を把握
はあく

しています。  

  ○ 文字
も じ

の読
よ

みとりは、点字
てんじ

に加
くわ

えて最近
さいきん

では画
が

面
めん

上
じょう

の文字
も じ

情 報
じょうほう

を読
よ

み上
あ

げるソフトを用
もち

いてパソコンで 行
おこな

うこともあります。（点字
てんじ

の読
よ

み書
が

きが

できる人
ひと

ばかりではない）  
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○ 視力
しりょく

をある程度
ていど

活用
かつよう

できる人
ひと

の場合
ばあい

は、補助
ほじょ

具
ぐ

を使用
しよう

したり文字
も じ

を拡大
かくだい

したり近
ちか

づいて見
み

るなどの様々
さまざま

な工夫
くふう

をして情 報
じょうほう

を得
え

ています。 

＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

○ 音声
おんせい

や点字
て ん じ

表示
ひょうじ

など、視覚
しかく

情 報
じょうほう

を代替
だいたい

する配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

です。 

○ 中 途 受 障
ちゅうとじゅしょう

の人
ひと

では、白
はく

杖
じょう

を用
もち

いた歩行
ほこう

や点字
てんじ

の触 読
しょくどく

が困難
こんなん

な人
ひと

も 

多
おお

い ため留意
りゅうい

が必要
ひつよう

です。 

○ 声
こえ

をかける時
とき

には前
まえ

から近
ちか

づき、「 ○○さん、こんにちは。 △△です。」 

など 自
みずか

ら名乗
な の

ります。 

○ 説明
せつめい

する時
とき

には、「それ」、「あれ」、「こっち」、「このくらいの」などと指差
ゆびさ

 

し表 現
ひょうげん

や指示
し じ

代名詞
だいめいし

で表 現
ひょうげん

せず、「あなたの正 面
しょうめん

」「 ○○くらいの大
おお

 

きさ」などと具体的
ぐたいてき

に説明
せつめい

します。 

○ 普段
ふだん

から通路
つうろ

（点字
てんじ

ブロックの上
うえ

等
とう

）に通行
つうこう

の 妨
さまた

げになるものを置
お

か 

ない、日頃
ひごろ

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

が使用
しよう

しているものの位置
い ち

を変
か

えないなど周囲
しゅうい

の 

協 力
きょうりょく

が不可欠
ふ か け つ

です。 

○ 主
おも

に弱視
じゃくし

の場合
ばあい

、室内
しつない

における照 明
しょうめい

の 状 況
じょうきょう

に応
おう

じて、窓
まど

を背
せ

にし 

て座
すわ

ってもらうなどの配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

です。 

 

【聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

】 

＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

○ 聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

は外
がい

見 上
けんじょう

わかりにくい障 害
しょうがい

であり、その人
ひと

が抱
かか

えている 

困難
こんなん

も他
ほか

の人
ひと

からは気
き

づかれにくい側面
そくめん

があります。 

○ 声
こえ

を出
だ

して話
はな

せる方
かた

もいますが、相手
あいて

の 話
はなし

が聞
き

こえていない場合
ばあい

があり 

ます。 

○ 補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
ないじ

を装用
そうよう

するほか、コミュニケーション方法
ほうほう

には手
しゅ

話
わ

、 

筆談
ひつだん

、口話
こうわ

など様々
さまざま

な方法
ほうほう

がありますが、どれか一
ひと

つで十 分
じゅうぶん

ということ 

ではなく、多
おお

くの聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

は、話
はな

す相手
あいて

や場面
ばめん

によって複数
ふくすう

の手
しゅ

段
だん

 

を組
く

み合
あ

わせるなど使
つか

い分
わ

けています。 
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＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

○ 音声
おんせい

だけで話
はな

すことは 極 力
きょくりょく

避
さ

け、文字
も じ

表示
ひょうじ

や要約
ようやく

筆記
ひっき

等
とう

、視覚
しかく

的
てき

な

より具体的
ぐたいてき

な情 報
じょうほう

も併用
へいよう

し、コミュニケーションをとる配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

です。 

○ スマートフォンなどのアプリに音声
おんせい

を文字
も じ

に変換
へんかん

できるものがあり、こ

れらを使用
しよう

すると筆談
ひつだん

を 補
おぎな

うことができます。 

○ 聞
き

き取
と

りにくかった場合
ばあい

は、推測
すいそく

せず、聞
き

き返
かえ

す、紙
かみ

に書
か

いてもらうな

ど、本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

を確
かく

認
にん

します。 

 

【肢体
したい

不自由
ふじゆう

】 

＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

○ 車椅子
くるまいす

使用者
しようしゃ

にとっては、段差
だんさ

や坂道
さかみち

が移動
いどう

の大きな
おお

妨げ
さまたげ

になります。 

○ 障 害
しょうがい

が重 複
ちょうふく

する場合
ばあい

には、呼吸器
こきゅうき

を使用
しよう

している場合
ばあい

もあります。 

○ 病気
びょうき

等
とう

による筋 力
きんりょく

低下
ていか

や関節
かんせつ

損 傷
そんしょう

などで歩行
ほこう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

があり 

ます。 

○ 脳性
のうせい

マヒの方
かた

の中
なか

には、発語
はつご

障 害
しょうがい

に加え
くわ

、顔
かお

や手足
てあし

などが自分
じぶん

の思い
おも

 

とは関係
かんけい

なく動いて
うご

しまうため、自分
じぶん

の意志
い し

を伝えにくい
つた

場合
ばあい

があります。 

＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

○ 段差
だんさ

をなくす、車椅子
くるまいす

移動
いどう

時
じ

の幅
はば

・走行面
そうこうめん

の斜度
しゃど

に配慮
はいりょ

します。 

○ 車
くるま

いすを使用
しよう

している場合
ばあい

、立
た

ったままで 話
はなし

をされると見下される
みくだ

感
かん

 

じがして身体的
しんたいてき

・心理的
しんりてき

に負担
ふたん

となる場合
ばあい

がありますので、かがんで目
め

線
せん

を 

あわせて会話
かいわ

します。 

○ 杖
つえ

などを使用
しよう

されている場合
ばあい

、滑
すべ

りやすい床
ゆか

だと転
ころ

びやすいので、雨
う

天
てん

時
じ

 

などの対応
たいおう

が必要
ひつよう

です。 

 

【失語症
しつごしょう

】 

＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

○ 音
おと

は聞こえる
き

が「ことば」の理解
りかい

に 障 害
しょうがい

があり「 話
はなし

」の内容
ないよう

が
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分からない
わ

場合
ばあい

があります。 

○ 単語
たんご

や簡単
かんたん

な文
ぶん

なら分かる
わ   

人
ひと

でも早口
はやくち

や長
なが

い 話
はなし

になると分
わ

からなくな

る場合
ばあい

があります。 

○ 伝
つた

えたいことをうまく言葉
ことば

や文 章
ぶんしょう

にできない。発話
はつわ

がぎこちない、言
い

い

よどみが多
おお

くなったり、 誤
あやま

った言葉
ことば

で話
はな

したりします。 

○ 文字
も じ

を読
よ

んでも理解
りかい

が 難
むずか

しい。 

○ 書
か

き間違
まちが

いが多
おお

い、また「てにをは」などをうまく使
つか

えない、文
ぶん

を書
か

くこ

とが 難
むずか

しい。 

＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

○ 表 情
ひょうじょう

がわかるよう、顔
かお

を見
み

ながら、ゆっくりと 短
みじか

いことばや文 章
ぶんしょう

で、 

わかりやすく話
はな

しかけます。 

○ 一度
いちど

でうまく伝
つた

わらない時
とき

は、繰
く

り返
かえ

して言
い

ったり、別
べつ

のことばに言
い

い換
か

 

えたり、また、漢字
かんじ

や絵
え

で書
か

いたり、写真
しゃしん

・実物
じつぶつ

・ジェスチャーで示
しめ

した

りすると理解
りかい

しやすくなります。 

○ 「はい」「いいえ」で答
こた

えられるように問
と

いかけると理解
りかい

しやすい。 

○ 話
はな

し言葉
ことば

以外
いがい

の手段
しゅだん

（カレンダー、地図
ち ず

、時計
とけい

）など身近
みぢか

にあるものを用
もち

 

います。 

  

【高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

】 

＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

 ○ すぐに忘
わす

れてしまったり、 新
あたら

しい出来事
で き ご と

を覚
おぼ

えることが苦手
にがて

なため、 

  何度
なんど

も同
おな

じことを繰
く

り返
かえ

したり、質問
しつもん

したりします。 

 ○ 二
ふた

つのことを同時
どうじ

にしようとすると混乱
こんらん

します。 

 ○ 主
おも

に左 側
ひだりがわ

で、食
た

べ物
もの

を残
のこ

したり、障 害 物
しょうがいぶつ

に気
き

が付
つ

かないことがあり 

  ます。 

＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

 ○ 自分
じぶん

でメモを取
と

ってもらい、双方
そうほう

で確認
かくにん

します。 
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 ○ 短時間
たんじかん

なら 集 中
しゅうちゅう

できる場合
ばあい

もあるので、こまめに休 憩
きゅうけい

等
とう

を取
と

ります。 

○ ひとつずつ順 番
じゅんばん

に対応
たいおう

します。 

  ○ 左 側
ひだりがわ

に危険
きけん

なものを置
お

かないようにします。 

  ○ 感 情
かんじょう

をコントロールできない状 態
じょうたい

にあるときは、上手
じょうず

に話題
わだい

や場所
ばしょ

を 

変
か

えてクールダウンを図
はか

ります。 

 

【内部
ないぶ

障 害
しょうがい

】 

＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

○ 心臓
しんぞう

機能
きのう

、呼吸器
こきゅうき

機能
きのう

、腎臓
じんぞう

機能
きのう

、膀胱
ぼうこう

・ 直 腸
ちょくちょう

機能
きのう

、 小 腸
しょうちょう

機能
きのう

、 

肝機
かんき

能
のう

、ヒト免疫
めんえき

不全
ふぜん

ウイルス（ＨＩＶ）による免疫
めんえき

機能
きのう

のいずれかの 

障 害
しょうがい

により日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に支障
ししょう

があります。 

○ 疲
つか

れやすく長時間
ちょうじかん

の立位
りつい

や作業
さぎょう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

があります。 

○ 常
つね

に医療的
いりょうてき

対応
たいおう

を必要
ひつよう

とする方
かた

もいます。 

＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

○ ペースメーカーは外部
がいぶ

からの電気
でんき

や磁力
じりょく

に影 響
えいきょう

を受
う

けることがあるの 

で、注意
ちゅうい

すべき機器
き き

や場所
ばしょ

などの知識
ちしき

を持
も

つことが必要
ひつよう

です。 

○ 排泄
はいせつ

に関
かん

し、人工
じんこう

肛門
こうもん

の場合
ばあい

、パウチ洗 浄
せんじょう

等
とう

特殊
とくしゅ

な設備
せつび

が必要
ひつよう

とな 

 ることへの配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

です。 

○ 呼吸器
こきゅうき

機能
きのう

障 害
しょうがい

のある方
かた

は、慢性的
まんせいてき

な呼吸
こきゅう

困難
こんなん

、息切
いきぎ

れ、咳
せき

等
とう

の 

症 状
しょうじょう

があることを理解
りかい

し、息苦
いきぐる

しくならないよう、楽
らく

な姿勢
しせい

でゆっくり 

話
はなし

をしてもらうよう配慮
はいりょ

します。 

○ 常時
じょうじ

酸素
さんそ

吸 入
きゅうにゅう

が必要
ひつよう

な方
かた

は、携帯用
けいたいよう

酸素
さんそ

ボンベが必要
ひつよう

な場合
ばあい

がある 

 ことを理解
りかい

します。 

 

【知的
ちてき

障 害
しょうがい

】 

 ＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

  ○ 概
おおむ

ね 18歳
さい

頃
ごろ

までの心身
しんしん

の発達期
はったつき

に 現
あらわ

れた知的
ちてき

機能
きのう

の障 害
しょうがい

により、 
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生活
せいかつ

上
じょう

の適応
てきおう

に困難
こんなん

が 生
しょう

じます。 

○ 金銭
きんせん

管理
かんり

、会話
かいわ

、買
か

い物
もの

、家事
か じ

などの社会
しゃかい

生活
せいかつ

への適応
てきおう

に対
たい

し、状 態
じょうたい

 

に応
おう

じた援助
えんじょ

が必要
ひつよう

です。 

＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

○ 言葉
ことば

による説明
せつめい

などを理解
りかい

しにくいため、ゆっくり、丁寧
ていねい

に、わかりや 

すく話
はな

すことが必要
ひつよう

です。 

○ 文書
ぶんしょ

は、漢字
かんじ

を少
すく

なくしてルビを振
ふ

る、文書
ぶんしょ

をわかりやすい表 現
ひょうげん

に直
なお

 

すなどの配慮
はいりょ

で理解
りかい

しやすくなる場合
ばあい

があるが、一人
ひとり

ひとりの障害
しょうがい

の特
とく

性
せい

 

により異
こと

なります。 

○ 写真
しゃしん

、絵
え

、記号
きごう

などわかりやすい情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を工夫
くふう

します。 

 

【発達
はったつ

障 害
しょうがい

】 

＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

  ○ 周囲
しゅうい

の 状 況
じょうきょう

を読
よ

み取
と

ることや、人
ひと

の 表 情
ひょうじょう

から気持
き も

ちを読
よ

み取
と

るこ 

とが苦手
にがて

です。 

○ 遠回し
とおまわし

な言
い

い方
かた

やあいまいな表 現
ひょうげん

が理解
りかい

しにくい方
かた

もいます。 

○ 順序立
じゅんじょだ

てて、論理的
ろんりてき

に話
はな

すことが苦手
にがて

な方
かた

や礼儀
れいぎ

正
ただ

しく丁寧
ていねい

な表 現
ひょうげん

を 

する方
かた

、そわそわと落
お

ち着
つ

かない様子
ようす

の方
かた

もいます。 

○ 読
よ

むことや書
か

くこと、計算
けいさん

することなどのうち、いずれかだけが 難
むずか

しい 

という方
かた

もいます。 

＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

○ 不安
ふあん

の強
つよ

い方
かた

や、感覚
かんかく

が過敏
かびん

な方
かた

もいるので、適度
てきど

な声
こえ

の大
おお

きさで、笑顔
え が お

 

で対応
たいおう

します。 

○ 抽 象 的
ちゅうしょうてき

な表 現
ひょうげん

や否定的
ひていてき

な言葉
ことば

は苦手
にがて

なので、具体的
ぐたいてき

に「どうしたら良
よ

 

いか」を伝
つた

え、また、紙
かみ

に図
ず

や文字
も じ

を書
か

いて視覚的
し か く

に説明
せつめい

すると理解
りかい

しや 

すすくなります。 
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○ 大勢
おおぜい

の人
ひと

がいる場所
ばしょ

や狭
せま

い空間
くうかん

などでは、パニック 症 状
しょうじょう

を起
お

こす方
かた

 

 もいるので、その場合
ばあい

は、場所
ばしょ

を変
か

え落
お

ち着
つ

くまで時間
じかん

をとり、落
お

ち着
つ

い 

た後
あと

に再開
さいかい

するか、日
ひ

を 改
あらた

めるか、本人
ほんにん

の意向
いこう

を確認
かくにん

し対応
たいおう

します。 

【精神
せいしん

障 害
しょうがい

】 

＜主
おも

な特性
とくせい

＞ 

○ 統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

、うつ 病
びょう

、てんかん、アルコール依存症
いぞんしょう

等
とう

精神
せいしん

障 害
しょうがい

の 

原因
げんいん

となる精神
せいしん

疾患
しっかん

は様々
さまざま

であり、その障 害
しょうがい

特性
とくせい

や制限
せいげん

の度合
ど あ

いは異
こと

 

なります。 

○ 対人
たいじん

関係
かんけい

やコミュニケーションが苦手
にがて

な方
かた

も多
おお

くいます。 

○  病気
びょうき

のことを他人
たにん

に知
し

られたくないと思
おも

っている方
かた

もいます。 

○ 周囲
しゅうい

の言動
げんどう

を被害的
ひがいてき

に受
う

け止
と

め、恐怖感
きょうふかん

を持
も

ってしまう方
かた

もいます。 

○ 気
き

が動転
どうてん

して声
こえ

の大
おお

きさの調 整
ちょうせい

が適切
てきせつ

に出来
で き

ない場合
ばあい

もあります。 

○ 認知面
にんちめん

の障 害
しょうがい

のため、何度
なんど

も同
おな

じ質問
しつもん

を繰
く

り返
かえ

したり、つじつまの合
あ

わ 

ないことを一方的
いっぽうてき

に話
はな

す方
かた

もいます。 

＜主
おも

な対応
たいおう

＞ 

○ 不安
ふあん

の強
つよ

い方
かた

や感覚
かんかく

が過敏
かびん

な方
かた

もいるので、適度
てきど

な声
こえ

の大
おお

きさで、笑
え

顔
がお

 

で対応
たいおう

します。 

○ 不安
ふあん

を感
かん

じさせないような穏
おだ

やかな対応
たいおう

を 心
こころ

がけます。 

 

５ 相談
そうだん

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

びその家族
かぞく

、その他
た

の関係者
かんけいしゃ

からの障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

については、本 町
ほんちょう

が所管
しょかん

する事務
じ む

事業
じぎょう

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

けるものとし、

その相談
そうだん

の当該
とうがい

事務
じ む

事業
じぎょう

を所管
しょかん

する課
か

等
とう

（以下
い か

「所管課
しょかんか

等
とう

」という。）が受
う

ける

ことを基本
きほん

とします。 

＜補足
ほそく

＞ 

  ○ その他
た

関係者
かんけいしゃ

とは、介助者
かいじょしゃ

、代理人
だいりにん

等
とう

の相談
そうだん

を支援
しえん

する方
かた

を指
さ

します。

また「障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

」とは、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱
とりあつか

いをすること及
およ
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び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提 供
ていきょう

しないことであり、環 境
かんきょう

の整備
せいび

や制度
せいど

の運用
うんよう

の在
あ

り方
かた

も視野
し や

に入
い

れることになります。 

  ○ 本 町
ほんちょう

の指定
してい

管理者
かんりしゃ

や委託
いたく

による事務
じ む

事業
じぎょう

、 本 町
ほんちょう

が指定
してい

や許認可
きょにんか

等
とう

を

行
おこな

っている事業者
じぎょうしゃ

・施設
しせつ

に関
かん

する相談
そうだん

についても、「 本 町
ほんちょう

が所管
しょかん

する

事務
じ む

事業
じぎょう

に関
かん

する相談
そうだん

」として、本 町
ほんちょう

で受
う

けることとします。 

  ○ 本 町
ほんちょう

の事務
じ む

事業
じぎょう

に関
かか

わらない事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の対応
たいおう

などに関
かん

する相談
そうだん

につ

いては、その事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の所管課
しょかんか

等
とう

が受
う

けることとします。 

 

【相談
そうだん

を受
う

ける際
さい

の留意
りゅうい

事項
じこう

】  

○ 相談
そうだん

の方法
ほうほう

は、面談
めんだん

や電話
でんわ

によるもののほか、Ｅメールやファックス 

でも受
う

け付
つ

けます。 

○ 相談
そうだん

を受
う

ける過程
かてい

においても、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱
とりあつか

いの禁止
きんし

や合理的配
ごうりてきはい

 

慮
りょ

の提 供
ていきょう

が求
もと

められます。 

○ 女性
じょせい

の相談者
そうだんしゃ

には女性
じょせい

職 員
しょくいん

が対応
たいおう

するなど、相談者
そうだんしゃ

の意向
いこう

により 

可能
かのう

な限
かぎ

り相談者
そうだんしゃ

の性別
せいべつ

に配慮
はいりょ

する必要
ひつよう

があります。 

○ 所管
しょかん

する事務
じ む

事業
じぎょう

に関
かん

する相談
そうだん

でない場合
ばあい

は、他
た

の所管課
しょかんか

等
とう

又
また

は他
た

の 

機関
きかん

のしかるべき相談
そうだん

窓口
まどぐち

につなぎます。その際
さい

には、「たらい回
まわ

し」と 

ならないよう丁寧
ていねい

に対応
たいおう

する必要
ひつよう

があります。 

○ 相談者
そうだんしゃ

の 訴
うった

えをよく聴
き

き、「障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

」をされている事象
じしょう

について、次
つぎ

のようなことを所管課
しょかんか

等
とう

で検 証
けんしょう

・検討
けんとう

し、相談者
そうだんしゃ

に結果
けっか

等
とう

を伝
つた

え、理解
りかい

を得
え

るように努
つと

める必要
ひつよう

があります。  

・所管
しょかん

する事務
じ む

事業
じぎょう

の在
あ

り方
かた

や関係
かんけい

職 員
しょくいん

の対応
たいおう

に何
なに

か問題
もんだい

があるかど

うか。あるとすれば、それが何
なに

で、どのような原因
げんいん

・理由
りゆう

によるものか。  

・やむを得
え

ずサービスや配慮
はいりょ

が提 供
ていきょう

できない場合
ばあい

は、客 観 的
きゃっかんてき

に説明
せつめい

でき

る「正当
せいとう

な理由
りゆう

」や「過重
かじゅう

な負担
ふたん

」があるか。  

・改善
かいぜん

・解決
かいけつ

（例
たと

えば、再発
さいはつ

防止
ぼうし

）に向
む

けた方
ほう

策
さく

や方向性
ほうこうせい

は何
なに

か。  

・何
なに

ができて何
なに

ができないか（今
いま

はできなくても将 来
しょうらい

はどうか）。 
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  ○ 相談者側
そうだんしゃがわ

に誤解
ごかい

等
とう

がある場合
ばあい

や求
もと

められた対応
たいおう

ができない場合
ばあい

も、

丁寧
ていねい

に説明
せつめい

する必要
ひつよう

があります。 

  ○ 本 町
ほんちょう

の事務
じ む

事業
じぎょう

に関連
かんれん

して、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

・施設
しせつ

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け調整
ちょうせい

する場合
ば あ い

も、事
じ

業者側
ぎょうしゃがわ

の事情
じじょう

について検証
けんしょう

し、又
また

は検証
けんしょう

を求
もと

め、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

への指導
しどう

も含
ふく

め、必要
ひつよう

な対応
たいおう

をする必要
ひつよう

があります。 

 

＜利府町
りふちょう

の主
おも

な相談
そうだん

機関
きかん

＞ 

障
しょう

がい者
しゃ

相 談
そうだん

 
【 町

ちょう

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

】356-9060 毎 月
まいつき

第
だい

４火曜日
かようび

 

【指定
してい

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

 ひまわり】356-1334月
げつ

～金
きん

 

行 政
ぎょうせい

相 談
そうだん

 【 町
ちょう

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

】356-9060 毎 月
まいつき

第
だい

４火曜日
かようび

 

教 育
きょういく

相 談
そうだん

 【 教 育
きょういく

総務課
そうむか

】356-0783 月
げつ

～金
きん

 

生 活
せいかつ

相 談
そうだん

 【 町
ちょう

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

】356-9060 毎 月
まいつき

第
だい

４火曜日
かようび

 

人 権
じんけん

相 談
そうだん

 【 町
ちょう

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

】356-9060 毎 月
まいつき

第
だい

４火曜日
かようび

 

高 齢 者
こうれいしゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

 【地域
ちいき

包 括
ほうかつ

支援
しえん

センター】353-7322 月
げつ

～金
きん

 

健 康
けんこう

相 談
そうだん

 【 町
ちょう

保健
ほけん

福祉課
ふくしか

】356-1334 月
げつ

～金
きん

 

消 費
しょうひ

生 活
せいかつ

相 談
そうだん

 【 産 業
さんぎょう

振興課
しんこうか

】767-2120 毎 週
まいしゅう

火
か

・金
きん

 

子育
こそだ

て相 談
そうだん

 

月
げつ

～金
きん

 

【子
こ

ども支援課
しえんか

】767-2193 

【東部
とうぶ

地区
ち く

子育
こそだ

て支援
しえん

センター「ペア・きっず」】767-8150 

【子育
こそだ

て広場
ひろば

「十
と

符っ子
ふ っ こ

」（ 生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

センター１Ｆ）】

767-2195 

【菅谷
すがや

台
だい

保育所
ほいくじょ

（電話
でんわ

相 談
そうだん

のみ）】349-0623 

【子育
こそだ

て広場
ひろば

「ぽかぽか」（青 山
あおやま

すぎのこ保育
ほいく

園 内
えんない

）】767-8841 

【西部
せいぶ

児童館
じどうかん

「りふ～る」】781-9895 

【保健
ほけん

福祉課
ふくしか

】356-1334 
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６ 推進
すいしん

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

に向
む

けた本 町
ほんちょう

の取
と

り組
く

みについて、総務課
そうむか

及
およ

 

び保健
ほけん

福祉課
ふ く し か

が庁 内
ちょうない

全体
ぜんたい

の統括的
とうかつてき

な役割
やくわり

を担
にな

います。 

○総務課
そ う む か

の役割
やくわり

 

   ・国
くに

の基本
きほん

方針
ほうしん

の見直
みなお

しや、不当
ふとう

な取 扱
とりあつか

い、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の事例
じれい

の集 積
しゅうせき

等
とう

を踏
ふ

まえ、必要
ひつよう

に応
おう

じて見直
みなお

しをする 

・障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

して必要
ひつよう

な庁 内
ちょうない

の取
と

り組
く

 

みの把握
はあく

、管理
かんり

、連携
れんけい

、サポート 

   ・職 員
しょくいん

の研 修
けんしゅう

や啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

   ・相談者
そうだんしゃ

が所管課
しょかんか

等
など

に相談
そうだん

しにくい場合
ばあい

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

・調 整
ちょうせい

の困難
こんなん

な相談
そうだん

事案
じあん

について所管課
しょかんか

等
とう

のサポート 

  ○保健
ほけん

福祉課
ふ く し か

の役割
やくわり

 

   ・障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する必要
ひつよう

な施策
しさく

、取
と

り組
く

み 

    の企画
きかく

推進
すいしん

 

   ・障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する情 報
じょうほう

の 収 集
しゅうしゅう

及
およ

び 

提 供
ていきょう

 

・相談者
そうだんしゃ

が所管課
しょかんか

等
とう

に相談
そうだん

しにくい場合
ばあい

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

   ・調 整
ちょうせい

の困難
こんなん

な相談
そうだん

事案
じあん

について所管課
しょかんか

等
とう

のサポート 

  ○各課
かくか

等
とう

の役割
やくわり

 

   ・環 境
かんきょう

の整備
せいび

及
およ

び取
と

り組
く

みの推進
すいしん

 

   ・各課
かくか

等
とう

における職 員
しょくいん

への啓発
けいはつ

や研 修
けんしゅう

の推進
すいしん

 

   ・総務課
そ う む か

、保健
ほけん

福祉課
ふ く し か

との連携
れんけい

、情 報
じょうほう

交換
こうかん

 

 

７ 職員
しょくいん

の研修
けんしゅう

、監督者
かんとくしゃ

の責務
せ き む

 

障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

を図
はか

るため、職 員
しょくいん

に対
たい

し、本対応
ほんたいおう

 

要 領
ようりょう

の周知
しゅうち

徹底
てってい

と必要
ひつよう

な 研 修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

を 行
おこな

います。また、 職 員
しょくいん

のうち、

「監督者
かんとくしゃ

」（ 班 長
はんちょう

職
しょく

以上
いじょう

の地位
ち い

にある者
もの

。）は、 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の
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解 消
かいしょう

を推進
すいしん

するため、次
つぎ

の事項
じこう

を実施
じっし

することとします。 

○ 日 常
にちじょう

の執務
しつむ

を通
つう

じた指導
しどう

等
とう

により、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

に

関
かん

する認識
にんしき

を深
ふか

めさせる。 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

から不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱
とりあつか

い、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の不提供
ふていきょう

に関
かん

する

相談
そうだん

等
とう

があった場合
ばあい

は、迅速
じんそく

に 状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

し、適切
てきせつ

に対処
たいしょ

する。  

○ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の必要性
ひつようせい

が確認
かくにん

された場合
ばあい

、監督
かんとく

する 職 員
しょくいん

に対
たい

して、

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

を適切
てきせつ

に 行
おこな

うよう指導
しどう

等
とう

を 行
おこな

う。 

 

 

 

 

 

■障 害
しょうがい

特性
とくせい

や特性
とくせい

ごとの配慮
はいりょ

事項
じこう

等
とう

 

 

【内閣府
ないかくふ

】公 共
こうきょう

サービス窓口
まどぐち

における配慮
はいりょ

マニュアル‐障 害
しょうがい

のある方
かた

に対
たい

す

る 心
こころ

の身
み

だしなみ - 

http://www8.cao.go.jp/shougai/manual.html 

 

【厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

】みんなのメンタルヘルス  

http://www.mhlw.go.jp/kokoro/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 

http://www8.cao.go.jp/shougai/manual.html
http://www.mhlw.go.jp/kokoro/
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障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

 

(平成
へいせい

二十五年
にじゅうごねん

法律
ほうりつ

第六十五号
だいろくじゅうごごう

) 

 

目次
もくじ

 

第 一 章
だいいっしょう

 総則
そうそく

(第 一 条
だいいちじょう

―第五条
だいごじょう

) 

第二章
だいにしょう

 障 害
しょうがい

を 理由
りゆう

と す る 差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

の 推進
すいしん

に 関
かん

す る 基本
きほん

方針
ほうしん

(第 六 条
だいろくじょう

) 

第 三 章
だいさんしょう

 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

及
およ

び事
じ

業 者
ぎょうしゃ

における障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解 消
かいしょう

するための措置
そ ち

(第 七 条
だいななじょう

―第 十 三 条
だいじゅうさんじょう

) 

第 四 章
だいよんしょう

 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解 消
かいしょう

するための支援
しえん

措置
そ ち

( 第 十 四 条
だいじゅうよんじょう

―第 二 十 条
だいにじゅうじょう

) 

第五章
だいごしょう

 雑則
ざっそく

(第 二 十 一 条
だいにじゅういちじょう

―第 二 十 四 条
だいにじゅうよんじょう

) 

第 六 章
だいろくしょう

 罰則
ばっそく

(第二十五条
だいにじゅうごじょう

・第 二 十 六 条
だいにじゅうろくじょう

) 

附則
ふそく

 

第 一 章
だいいっしょう

 総則
そうそく

 

(目的
もくてき

) 

第 一 条
だいいちじょう

 この法律
ほうりつ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

(昭和
しょうわ

四十五年
よんじゅうごねん

法律
ほうりつ

第 八 十 四 号
だいはちじゅうよんごう

)の

基本的
きほんてき

な理念
りねん

にのっとり、全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

が、障 害 者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と等
ひと

しく、

基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享 有
きょうゆう

する個人
こじん

としてその尊厳
そんげん

が重
おも

んぜられ、その尊厳
そんげん

にふさわ

しい生活
せいかつ

を保障
ほしょう

される権利
けんり

を有
ゆう

することを踏
ふ

まえ、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の

解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本的
きほんてき

な事項
じこう

、行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

及
およ

び事
じ

業 者
ぎょうしゃ

における障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解 消
かいしょう

するための措置
そ ち

等
とう

を定
さだ

めることにより、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

を推進
すいしん

し、もって全
すべ

ての国民
こくみん

が、障 害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け

隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら共 生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

に資
し

することを目的
もくてき

とする。 

(定義
ていぎ

) 

第二条
だいにじょう

 この法律
ほうりつ

において、次
つぎ

の各号
かくごう

に掲
かか

げる用語
ようご

の意義
い ぎ

は、それぞれ当該
とうがい
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各号
かくごう

に定
さだ

めるところによる。 

一
いち

 障 害 者
しょうがいしゃ

 身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

(発達
はったつ

障 害
しょうがい

を含
ふく

む。)そ

の他
た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

(以下
い か

「障 害
しょうがい

」と総 称
そうしょう

する。)がある者
もの

であって、

障 害
しょうがい

及
およ

び社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にあるものをいう。 

二
に

 社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

 障 害
しょうがい

がある者
もの

にとって 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で障 壁
しょうへき

となるような社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
た

一切
いっさい

のものをいう。 

三
さん

 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

 国
くに

の行 政
ぎょうせい

機関
きかん

、独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

(地方
ちほう

公営
こうえい

企業法
きぎょうほう

( 昭和
しょうわ

二十七年
にじゅうななねん

法律
ほうりつ

第二百九十二号
だいにひゃくきゅうじゅうにごう

) 第 三 章
だいさんしょう

の規定
きてい

の

適用
てきよう

を受
う

ける地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の経営
けいえい

する企業
きぎょう

を除
のぞ

く。第七号
だいななごう

、第 十 条
だいじゅうじょう

及
およ

び附則
ふそく

第 四 条
だいよんじょう

第一項
だいいっこう

において同
おな

じ。)及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

をいう。 

四
よん

 国
くに

の行 政
ぎょうせい

機関
きかん

 次
つぎ

に掲
かか

げる機関
きかん

をいう。 

イ 法律
ほうりつ

の規定
きてい

に基
もと

づき内閣
ないかく

に置
お

かれる機関
きかん

(内閣府
ないかくふ

を除
のぞ

く。)及
およ

び内閣
ないかく

の

所轄
しょかつ

の下
もと

に置
お

かれる機関
きかん

 

ロ 内閣府
ないかくふ

、宮内庁
くないちょう

並
なら

びに内閣府
ないかくふ

設置法
せっちほう

(平成
へいせい

十 一 年
じゅういちねん

法律
ほうりつ

第 八 十 九 号
だいはちじゅうきゅうごう

)

第 四 十 九 条
だいよんじゅうきゅうじょう

第一項
だいいっこう

及
およ

び第二項
だいにこう

に規定
きてい

する機関
きかん

(これらの機関
きかん

のうちニ

の政令
せいれい

で定
さだ

める機関
きかん

が置
お

かれる機関
きかん

にあっては、当該
とうがい

政令
せいれい

で定
さだ

める機関
きかん

を

除
のぞ

く。) 

ハ 国家
こっか

行 政
ぎょうせい

組織法
そしきほう

(昭和
しょうわ

二十三年
にじゅうさんねん

法律
ほうりつ

第 百 二 十 号
だいひゃくにじゅうごう

)第 三 条
だいさんじょう

第二項
だいにこう

に

規定
きてい

する機関
きかん

(ホの政令
せいれい

で定
さだ

める機関
きかん

が置
お

かれる機関
きかん

にあっては、当該
とうがい

政令
せいれい

で定
さだ

める機関
きかん

を除
のぞ

く。) 

ニ 内閣府
ないかくふ

設置法
せっちほう

第 三 十 九 条
だいさんじゅうきゅうじょう

及
およ

び第五十五条
だいごじゅうごじょう

並
なら

びに宮内庁法
くないちょうほう

(昭和
しょうわ

二十二年
にじゅうにねん

法律
ほうりつ

第 七 十 号
だいななじゅうごう

) 第 十 六 条
だいじゅうろくじょう

第二項
だいにこう

の機関
きかん

並
なら

びに内閣府
ないかくふ

設置法
せっちほう

第 四 十 条
だいよんじゅうじょう

及
およ

び 第 五 十 六 条
だいごじゅうろくじょう

(宮内庁法
くないちょうほう

第 十 八 条
だいじゅうはちじょう

第一項
だいいっこう

において

準 用
じゅんよう

する場合
ばあい

を含
ふく

む。)の特別
とくべつ

の機関
きかん

で、政令
せいれい

で定
さだ

めるもの 

ホ 国家
こっか

行 政
ぎょうせい

組織法
そしきほう

第 八 条
だいはちじょう

の二
に

の施設
しせつ

等
とう

機関
きかん

及
およ

び同法
どうほう

第 八 条
だいはちじょう

の三
さん

の
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特別
とくべつ

の機関
きかん

で、政令
せいれい

で定
さだ

めるもの 

ヘ 会計
かいけい

検査院
けんさいん

 

五 独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

 次
つぎ

に掲
かか

げる法人
ほうじん

をいう。 

イ  独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

( 独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

通則法
つうそくほう

( 平成
へいせい

十 一 年
じゅういちねん

法律
ほうりつ

第 百 三 号
だいひゃくさんごう

)第二条
だいにじょう

第一項
だいいっこう

に規定
きてい

する独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

をいう。ロにおいて

同
おな

じ。) 

ロ 法律
ほうりつ

により 直 接
ちょくせつ

に設立
せつりつ

された法人
ほうじん

、特別
とくべつ

の法律
ほうりつ

により特別
とくべつ

の設立
せつりつ

行為
こうい

をもって設立
せつりつ

された法人
ほうじん

(独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

を除
のぞ

く。)又
また

は特別
とくべつ

の法律
ほうりつ

により設立
せつりつ

され、かつ、その設立
せつりつ

に関
かん

し 行
ぎょう

政 庁
せいちょう

の認可
にんか

を要
よう

する法人
ほうじん

の

うち、政令
せいれい

で定
さだ

めるもの 

六  地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

 地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人法
ほうじんほう

( 平成
へいせい

十五年
じゅうごねん

法律
ほうりつ

第 百 十 八 号
だいひゃくじゅうはちごう

) 第二条
だいにじょう

第一項
だいいっこう

に 規定
きてい

す る 地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

( 同法
どうほう

第 二 十 一 条
だいにじゅういちじょう

第三号
だいさんごう

に掲
かか

げる業務
ぎょうむ

を 行
おこな

うものを除
のぞ

く。)をいう。 

七 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

 商 業
しょうぎょう

その他
た

の事業
じぎょう

を 行
おこな

う者
もの

(国
くに

、独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

を除
のぞ

く。)をいう。 

(国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の責務
せきむ

) 

第 三 条
だいさんじょう

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

は、この法律
ほうりつ

の趣旨
しゅし

にのっとり、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

と

する差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

して必要
ひつよう

な施策
しさく

を策定
さくてい

し、及
およ

びこれを実施
じっし

しなけ

ればならない。 

(国民
こくみん

の責務
せきむ

) 

第 四 条
だいよんじょう

 国民
こくみん

は、第 一 条
だいいちじょう

に規定
きてい

する社会
しゃかい

を実現
じつげん

する上
うえ

で障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする

差別
さべつ

の解 消
かいしょう

が 重 要
じゅうよう

であることに 鑑
かんが

み、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

の

推進
すいしん

に寄与
き よ

するよう努
つと

めなければならない。 

(社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

についての必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

に関
かん

する環 境
かんきょう

の整備
せいび

) 

第五条
だいごじょう

 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

及
およ

び事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

についての

必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

を的確
てきかく

に 行
おこな

うため、自
みずか

ら設置
せっち

する施設
しせつ

の構造
こうぞう

の改善
かいぜん
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及
およ

び設備
せつび

の整備
せいび

、関係
かんけい

職 員
しょくいん

に対
たい

する研 修
けんしゅう

その他
た

の必要
ひつよう

な環 境
かんきょう

の整備
せいび

に努
つと

めなければならない。 

第二章
だいにしょう

 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
きほん

方針
ほうしん

 

第 六 条
だいろくじょう

 政府
せいふ

は、 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する施策
しさく

を

総合的
そうごうてき

かつ一体的
いったいてき

に実施
じっし

するため、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に

関
かん

する基本
きほん

方針
ほうしん

(以下
い か

「基本
きほん

方針
ほうしん

」という。)を定
さだ

めなければならない。 

２ 基本
きほん

方針
ほうしん

は、次
つぎ

に掲
かか

げる事項
じこう

について定
さだ

めるものとする。 

一
いち

 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する施策
しさく

に関
かん

する基本的
きほんてき

な

方向
ほうこう

 

二
に

 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

が講
こう

ずべき 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解 消
かいしょう

するための措置
そ ち

に関
かん

する基本的
きほんてき

な事項
じこう

 

三
さん

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が講
こう

ずべき 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解 消
かいしょう

するための措置
そ ち

に関
かん

する基本的
きほんてき

な事項
じこう

 

四
よん

 その他
た

障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する施策
しさく

に関
かん

する

重 要
じゅうよう

事項
じこう

 

３ 内閣
ないかく

総理
そうり

大臣
だいじん

は、基本
きほん

方針
ほうしん

の案
あん

を作成
さくせい

し、閣議
かくぎ

の決定
けってい

を求
もと

めなければなら

ない。 

４ 内閣
ないかく

総理
そうり

大臣
だいじん

は、基本
きほん

方針
ほうしん

の案
あん

を作成
さくせい

しようとするときは、あらかじめ、

障 害 者
しょうがいしゃ

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を反映
はんえい

させるために必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるとと

もに、障 害 者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

委員会
いいんかい

の意見
いけん

を聴
き

かなければならない。 

５ 内閣
ないかく

総理
そうり

大臣
だいじん

は、第三項
だいさんこう

の規定
きてい

による閣議
かくぎ

の決定
けってい

があったときは、遅滞
ちたい

な

く、基本
きほん

方針
ほうしん

を公 表
こうひょう

しなければならない。 

６ 前
ぜん

三項
さんこう

の規定
きてい

は、基本
きほん

方針
ほうしん

の変更
へんこう

について準 用
じゅんよう

する。 

第 三 章
だいさんしょう

 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

及
およ

び事
じ

業 者
ぎょうしゃ

における 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 

解 消
かいしょう

するための措置
そ ち

 

( 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

における障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の禁止
きんし

) 

第 七 条
だいななじょう

 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

は、その事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

を 行
おこな

うに当
あ

たり、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

と
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して障 害 者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱
とりあつか

いをすることにより、障 害 者
しょうがいしゃ

の権
けん

利
り

利益
りえき

を侵害
しんがい

してはならない。 

２ 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

は、その事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

を 行
おこな

うに当
あ

たり、障 害 者
しょうがいしゃ

から現
げん

に

社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の 表 明
ひょうめい

があった場合
ばあい

におい

て、その実施
じっし

に 伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でないときは、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

す

ることとならないよう、当該
とうがい

障 害 者
しょうがいしゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

及
およ

び障 害
しょうがい

の状 態
じょうたい

に応
おう

じ

て、社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

をしなければな

らない。 

(事
じ

業 者
ぎょうしゃ

における障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の禁
きん

止
し

) 

第 八 条
だいはちじょう

 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、その事業
じぎょう

を 行
おこな

うに当
あ

たり、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

として障 害 者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱
とりあつか

いをすることにより、 障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を

侵害
しんがい

してはならない。 

２ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、その事業
じぎょう

を 行
おこな

うに当
あ

たり、障 害 者
しょうがいしゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の

除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の 表 明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、その実施
じっし

に

伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でないときは、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することとならな

いよう、当該
とうがい

障 害 者
しょうがいしゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

及
およ

び 障 害
しょうがい

の 状 態
じょうたい

に応
おう

じて、社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

をするように努
つと

めなけれ

ばならない。 

(国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

) 

第 九 条
だいきゅうじょう

 国
くに

の行 政
ぎょうせい

機関
きかん

の 長
ちょう

及
およ

び独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

は、基本
きほん

方針
ほうしん

に即
そく

して、

第 七 条
だいななじょう

に規定
きてい

する事項
じこう

に関
かん

し、当該
とうがい

国
くに

の 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

及
およ

び独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

の 職 員
しょくいん

が 適切
てきせつ

に 対応
たいおう

するために 必要
ひつよう

な 要 領
ようりょう

(以下
い か

この 条
じょう

及
およ

び附則
ふそく

第 三 条
だいさんじょう

において「国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

」という。)を定
さだ

めるものとする。 

２ 国
くに

の行 政
ぎょうせい

機関
きかん

の 長
ちょう

及
およ

び独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

は、国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

を定
さだ

めようとするときは、あらかじめ、障 害 者
しょうがいしゃ

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を反映
はんえい

させ

るために必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

じなければならない。 

３ 国
くに

の行 政
ぎょうせい

機関
きかん

の 長
ちょう

及
およ

び独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

は、国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

を定
さだ
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めたときは、遅滞
ちたい

なく、これを公 表
こうひょう

しなければならない。 

４ 前
ぜん

二項
にこう

の規定
きてい

は、国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

の変更
へんこう

について準 用
じゅんよう

する。 

(地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

) 

第 十 条
だいじゅうじょう

 地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

は、基本
きほん

方針
ほうしん

に即
そく

し

て、第 七 条
だいななじょう

に規定
きてい

する事項
じこう

に関
かん

し、当該
とうがい

地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

の 職 員
しょくいん

が適切
てきせつ

に対応
たいおう

するために必要
ひつよう

な 要 領
ようりょう

(以下
い か

この 条
じょう

及
およ

び

附則
ふそく

第 四 条
だいよんじょう

において「地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

」という。)を定
さだ

め

るよう努
つと

めるものとする。 

２ 地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

は、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

を定
さだ

めようとするときは、あらかじめ、障 害 者
しょうがいしゃ

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

の

意見
いけん

を反映
はんえい

させるために必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるよう努
つと

めなければならない。 

３ 地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

は、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

を定
さだ

めたときは、遅滞
ちたい

なく、これを公 表
こうひょう

するよう努
つと

めなければな

らない。 

４ 国
くに

は、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

による地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

の作成
さくせい

に 協 力
きょうりょく

しなければならない。 

５ 前
ぜん

三項
さんこう

の規定
きてい

は、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

の変更
へんこう

について準 用
じゅんよう

する。 

(事
じ

業 者
ぎょうしゃ

のための対応
たいおう

指針
ししん

) 

第 十 一 条
だいじゅういちじょう

 主務
しゅむ

大臣
だいじん

は、基本
きほん

方針
ほうしん

に即
そく

して、第 八 条
だいはちじょう

に規定
きてい

する事項
じこう

に関
かん

し、

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が適切
てきせつ

に対応
たいおう

するために必要
ひつよう

な指針
ししん

(以下
い か

「対応
たいおう

指針
ししん

」という。)を定
さだ

めるものとする。 

２ 第 九 条
だいきゅうじょう

第二項
だいにこう

から第四項
だいよんこう

までの規定
きてい

は、対応
たいおう

指針
ししん

について準 用
じゅんよう

する。 

(報告
ほうこく

の 徴 収
ちょうしゅう

並
なら

びに助言
じょげん

、指導
しどう

及
およ

び勧告
かんこく

) 

第 十 二 条
だいじゅうにじょう

 主務
しゅむ

大臣
だいじん

は、第 八 条
だいはちじょう

の規定
きてい

の施行
しこう

に関
かん

し、特
とく

に必要
ひつよう

があると認
みと

め

るときは、対応
たいおう

指針
ししん

に定
さだ

める事項
じこう

について、当該事
とうがいじ

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、報告
ほうこく

を求
もと

め、

又
また

は助言
じょげん

、指導
しどう

若
も

しくは勧告
かんこく

をすることができる。 
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(事業
じぎょう

主
ぬし

による措置
そ ち

に関
かん

する特例
とくれい

) 

第 十 三 条
だいじゅうさんじょう

 行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

及
およ

び事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が事業
じぎょう

主
ぬし

としての立場
たちば

で労働者
ろうどうしゃ

に対
たい

して 行
おこな

う 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解 消
かいしょう

するための措置
そ ち

については、

障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

(昭和
しょうわ

三十五年
さんじゅうごねん

法律
ほうりつ

第 百 二 十 三 号
だいひゃくにじゅうさんごう

)

の定
さだ

めるところによる。 

第 四 章
だいよんしょう

 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解 消
かいしょう

するための支援
しえん

措置
そ ち

 

(相談
そうだん

及
およ

び紛争
ふんそう

の防止
ぼうし

等
とう

のための体制
たいせい

の整備
せいび

) 

第 十 四 条
だいじゅうよんじょう

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

からの障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

に的確
てきかく

に応
おう

ずるとともに、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する紛争
ふんそう

の防止
ぼうし

又
また

は解決
かいけつ

を図
はか

ることができるよう必要
ひつよう

な体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

るものとする。 

(啓発
けいはつ

活動
かつどう

) 

第 十 五 条
だいじゅうごじょう

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

は、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

につい

て国民
こくみん

の関心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

めるとともに、特
とく

に、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

を 妨
さまた

げている諸要因
しょよういん

の解 消
かいしょう

を図
はか

るため、必要
ひつよう

な啓発
けいはつ

活動
かつどう

を 行
おこな

うものとす

る。 

(情 報
じょうほう

の 収 集
しゅうしゅう

、整理
せいり

及
およ

び提 供
ていきょう

) 

第 十 六 条
だいじゅうろくじょう

 国
くに

は、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解 消
かいしょう

するための取
と

り組
く

みに資
し

す

るよう、国内外
こくないがい

における障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

及
およ

びその解 消
かいしょう

のための取
と

り

組
く

みに関
かん

する情 報
じょうほう

の 収 集
しゅうしゅう

、整理
せいり

及
およ

び提 供
ていきょう

を 行
おこな

うものとする。 

(障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

) 

第 十 七 条
だいじゅうななじょう

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

であって、医療
いりょう

、介護
かいご

、教 育
きょういく

その他
た

の障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

に関連
かんれん

する分野
ぶんや

の事務
じ む

に従事
じゅうじ

するもの(以下
い か

この

項
こう

及
およ

び次
つぎ

条
じょう

第二項
だいにこう

において「関係
かんけい

機関
きかん

」という。)は、当該地方公共団体
とうがいちほうこうきょうだんたい

の

区域
くいき

において関係機関
かんけいきかん

が 行
おこな

う障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

及
およ

び当該
とうがい

相談
そうだん

に係
かか

る事例
じれい

を踏
ふ

まえた障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解
かい

消
しょう

するための取
と

り組
く

みを効果的
こうかてき

かつ円滑
えんかつ

に 行
おこな

うため、関係
かんけい

機関
きかん

により構成
こうせい

される障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ
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解 消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

(以下
い か

「 協
きょう

議会
ぎかい

」という。)を組織
そしき

することができる。 

２ 前項
ぜんこう

の規定
きてい

により 協
きょう

議会
ぎかい

を組織
そしき

する国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

は、必要
ひつよう

があると認
みと

めるときは、協
きょう

議会
ぎかい

に次
つぎ

に掲
かか

げる者
もの

を構成員
こうせいいん

として加
くわ

えることが

できる。 

一
いち

 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

促進法
そくしんほう

(平成
へいせい

十 年
じゅうねん

法律
ほうりつ

第七号
だいななごう

)第二条
だいにじょう

第二項
だいにこう

に規定
きてい

す

る特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

その他
た

の団体
だんたい

 

二
に

 学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

 

三
さん

 その他
た

当該
とうがい

国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

が必要
ひつよう

と認
みと

める者
もの

 

( 協
きょう

議会
ぎかい

の事務
じ む

等
とう

) 

第 十 八 条
だいじゅうはちじょう

 協
きょう

議会
ぎかい

は、前 条
ぜんじょう

第一項
だいいちこう

の目的
もくてき

を達
たっ

するため、必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

を

交換
こうかん

するとともに、障 害 者
しょうがいしゃ

からの相談
そうだん

及
およ

び当該
とうがい

相談
そうだん

に係
かか

る事例
じれい

を踏
ふ

まえた

障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解 消
かいしょう

するための取
と

り組
く

みに関
かん

する協議
きょうぎ

を 行
おこな

うも

のとする。 

２ 関係
かんけい

機関
きかん

及
およ

び前 条
ぜんじょう

第二項
だいにこう

の構成員
こうせいいん

(次項
じこう

において「構成
こうせい

機関
きかん

等
とう

」という。)

は、前項
ぜんこう

の協議
きょうぎ

の結果
けっか

に基
もと

づき、当該
とうがい

相談
そうだん

に係
かか

る事例
じれい

を踏
ふ

まえた障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解 消
かいしょう

するための取
と

り組
く

みを 行
おこな

うものとする。 

３ 協
きょう

議会
ぎかい

は、第一項
だいいっこう

に規定
きてい

する情 報
じょうほう

の交換
こうかん

及
およ

び協議
きょうぎ

を 行
おこな

うため必要
ひつよう

があ

ると認
みと

めるとき、又
また

は構成機関等
こうせいきかんとう

が 行
おこな

う相談及
そうだんおよ

び当該相談
とうがいそうだん

に係
かか

る事例
じれい

を踏
ふ

まえた 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解 消
かいしょう

するための取
と

り組
く

みに関
かん

し他
た

の構成
こうせい

機関
きかん

等
とう

から要請
ようせい

があった場合
ばあい

において必要
ひつよう

があると認
みと

めるときは、構成
こうせい

機関
きかん

等
とう

に対
たい

し、相談
そうだん

を 行
おこな

った 障 害 者
しょうがいしゃ

及
およ

び差別
さべつ

に係
かか

る事案
じあん

に関
かん

する 情 報
じょうほう

の

提 供
ていきょう

、意見
いけん

の表 明
ひょうめい

その他
た

の必要
ひつよう

な 協 力
きょうりょく

を求
もと

めることができる。 

４ 協
きょう

議会
ぎかい

の庶務
しょむ

は、 協
きょう

議会
ぎかい

を構成
こうせい

する地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

において処理
しょり

する。 

５ 協
きょう

議会
ぎかい

が組織
そしき

されたときは、当該
とうがい

地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

は、内閣府令
ないかくふれい

で定
さだ

めると

ころにより、その旨
むね

を公 表
こうひょう

しなければならない。 

(秘密
ひみつ

保持
ほ じ

義務
ぎ む

) 

第 十 九 条
だいじゅうきゅうじょう

 協
きょう

議会
ぎかい

の事務
じ む

に従事
じゅうじ

する者
もの

又
また

は 協
きょう

議会
ぎかい

の事務
じ む

に従事
じゅうじ

していた
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者
もの

は、正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、 協
きょう

議会
ぎかい

の事務
じ む

に関
かん

して知
し

り得
え

た秘密
ひみつ

を漏
も

らしてはな

らない。 

( 協
きょう

議会
ぎかい

の定
さだ

める事項
じこう

) 

第 二 十 条
だいにじゅうじょう

 前
ぜん

三 条
さんじょう

に定
さだ

めるもののほか、協
きょう

議会
ぎかい

の組織
そしき

及
およ

び運営
うんえい

に関
かん

し必要
ひつよう

な事項
じこう

は、 協
きょう

議会
ぎかい

が定
さだ

める。 

第五章
だいごしょう

 雑則
ざっそく

 

(主務
しゅむ

大臣
だいじん

) 

第 二 十 一 条
だいにじゅういちじょう

 この法律
ほうりつ

における主務
しゅむ

大臣
だいじん

は、対応
たいおう

指針
ししん

の対 象
たいしょう

となる事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の事業
じぎょう

を所管
しょかん

する大臣
だいじん

又
また

は国家
こっか

公安
こうあん

委員会
いいんかい

とする。 

(地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

が処理
しょり

する事務
じ む

) 

第二十二条
だいにじゅうにじょう

 第 十 二 条
だいじゅうにじょう

に規定
きてい

する主務
しゅむ

大臣
だいじん

の権限
けんげん

に属
ぞく

する事務
じ む

は、政令
せいれい

で定
さだ

めるところにより、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の 長
ちょう

その他
た

の執行
しっこう

機関
きかん

が 行
おこな

うこととする

ことができる。 

(権限
けんげん

の委任
いにん

) 

第 二 十 三 条
だいにじゅうさんじょう

 この法律
ほうりつ

の規定
きてい

により主務
しゅむ

大臣
だいじん

の権限
けんげん

に属
ぞく

する事項
じこう

は、政令
せいれい

で

定
さだ

めるところにより、その所属
しょぞく

の職 員
しょくいん

に委任
いにん

することができる。 

(政令
せいれい

への委任
いにん

) 

第 二 十 四 条
だいにじゅうよんじょう

 この法律
ほうりつ

に定
さだ

めるもののほか、この法律
ほうりつ

の実施
じっし

のため必要
ひつよう

な

事項
じこう

は、政令
せいれい

で定
さだ

める。 

 

第 六 章
だいろくしょう

 罰則
ばっそく

 

第二十五条
だいにじゅうごじょう

 第 十 九 条
だいじゅうきゅうじょう

の規定
きてい

に違反
いはん

した者
もの

は、一年
いちねん

以下
い か

の 懲 役
ちょうえき

又
また

は

五十万円
ごじゅうまんえん

以下
い か

の罰金
ばっきん

に処
しょ

する。 

第 二 十 六 条
だいにじゅうろくじょう

 第 十 二 条
だいじゅうにじょう

の規定
きてい

による報告
ほうこく

をせず、又
また

は虚偽
きょぎ

の報告
ほうこく

をした者
もの

は、二十万円
にじゅうまんえん

以下
い か

の過料
かりょう

に処
しょ

する。 
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附
ふ

 則
そく

 

(施行
しこう

期日
きじつ

) 

第 一 条
だいいちじょう

 この法律
ほうりつ

は、平成
へいせい

二十八年
にじゅうはちねん

四月
しがつ

一日
ついたち

から施行
しこう

する。ただし、次
じ

条
じょう

か

ら附則
ふそく

第 六 条
だいろくじょう

までの規定
きてい

は、公布
こうふ

の日
ひ

から施行
しこう

する。 

(基本
きほん

方針
ほうしん

に関
かん

する経過
けいか

措置
そ ち

) 

第二条
だいにじょう

 政府
せいふ

は、この法律
ほうりつ

の施行前
しこうまえ

においても、第 六 条
だいろくじょう

の規定
きてい

の例
れい

により、基本
きほん

方針
ほうしん

を定
さだ

めることができる。この場合
ばあい

において、内閣
ないかく

総理
そうり

大臣
だいじん

は、この法律
ほうりつ

の

施行前
しこうまえ

においても、同 条
どうじょう

の規定
きてい

の例
れい

により、これを 公 表
こうひょう

することができる。 

２ 前項
ぜんこう

の規定
きてい

により定
さだ

められた基本
きほん

方針
ほうしん

は、この法律
ほうりつ

の施行
しこう

の日
ひ

において

第 六 条
だいろくじょう

の規定
きてい

により定
さだ

められたものとみなす。 

(国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

に関
かん

する経過
けいか

措置
そ ち

) 

第 三 条
だいさんじょう

 国
くに

の行 政
ぎょうせい

機関
きかん

の 長
ちょう

及
およ

び独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

は、この法律
ほうりつ

の施行前
しこうまえ

に

おいても、 第 九 条
だいきゅうじょう

の規定
きてい

の例
れい

により、国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

を定
さだ

め、これ

を公 表
こうひょう

することができる。 

２ 前項
ぜんこう

の規定
きてい

により定
さだ

められた国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

は、この法律
ほうりつ

の施行
しこう

の日
ひ

において 第 九 条
だいきゅうじょう

の規定
きてい

により定
さだ

められたものとみなす。 

(地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

に関
かん

する経過
けいか

措置
そ ち

) 

第 四 条
だいよんじょう

 地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法人
ほうじん

は、この法律
ほうりつ

の施行前
しこうまえ

においても、第 十 条
だいじゅうじょう

の規定
きてい

の例
れい

により、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

を定
さだ

め、これを公 表
こうひょう

することができる。 

２ 前項
ぜんこう

の規定
きてい

により定
さだ

められた地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

は、この

法律
ほうりつ

の施行
しこう

の日
ひ

において 第 十 条
だいじゅうじょう

の規定
きてい

により定
さだ

められたものとみなす。 

(対応
たいおう

指針
ししん

に関
かん

する経過
けいか

措置
そ ち

) 

第五条
だいごじょう

 主務
しゅむ

大臣
だいじん

は、この法律
ほうりつ

の施行前
しこうまえ

においても、第 十 一 条
だいじゅういちじょう

の規定
きてい

の例
れい

に

より、対応
たいおう

指針
ししん

を定
さだ

め、これを公 表
こうひょう

することができる。 

２ 前
ぜん

項
こう

の規定
きてい

により定
さだ

められた対応
たいおう

指針
ししん

は、この法律
ほうりつ

の施行
しこう

の日
ひ

において

第 十 一 条
だいじゅういちじょう

の規定
きてい

により定
さだ

められたものとみなす。 
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(政令
せいれい

への委任
いにん

) 

第 六 条
だいろくじょう

 この附則
ふそく

に規定
きてい

するもののほか、この法律
ほうりつ

の施行
しこう

に関
かん

し必要
ひつよう

な経過
けいか

措置
そ ち

は、政令
せいれい

で定
さだ

める。 

 

(検討
けんとう

) 

第 七 条
だいななじょう

 政府
せいふ

は 、 この 法律
ほうりつ

の 施行
しこう

後
ご

三年
さんねん

を 経過
けいか

し た 場合
ばあい

に お いて 、

第八条第二項
だいはちじょうだいにこう

に規定
きてい

する社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

についての必要
ひつよう

かつ

合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

の在
あ

り方
かた

その他
た

この法律
ほうりつ

の施行
しこう

の 状 況
じょうきょう

について検討
けんとう

を加
くわ

え、

必要
ひつよう

があると認
みと

めるときは、その結果
けっか

に応
おう

じて所要
しょよう

の見直
みなお

しを 行
おこな

うものとす

る。 


